
大
海
渡
桂
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

１

問
題
の
所
在
と
論
点

大
海
渡
桂
子
君
の
博
士
学
位
請
求
論
文
﹁﹃
日
本
型
政
府
開
発
援

助
﹄
の
形
成
│
戦
後
日
本
の
﹃
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹄
と
援
助
政

策
﹂
は
︑
一
九
五
〇
年
代
半
ば
に
始
ま
っ
た
日
本
の
﹁
政
府
開
発
援

助
﹂
の
起
源
を
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
に
求
め
︑﹁
ア
ジ
ア
中

心
﹂﹁
経
済
イ
ン
フ
ラ
中
心
﹂
﹁
円
借
款
中
心
﹂
﹁
高
タ
イ
ド
性
﹂
と

い
う
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
四
つ
の
特
徴
が
﹁
東
南
ア
ジ
ア

地
域
戦
略
﹂
の
展
開
過
程
の
な
か
で
生
じ
た
こ
と
を
実
証
的
に
示
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒
本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
︒序

章第
一
節

問
題
の
所
在

第
二
節

﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
特
徴

第
三
節

本
論
文
の
構
成

第
一
章

戦
後
日
本
の
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
萌
芽
│
コ
ロ
ン

ボ
・
プ
ラ
ン
加
入
を
中
心
に

第
一
節

戦
後
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
と
の
結
び
つ
き

︵
一
︶
東
南
ア
ジ
ア
と
の
結
び
つ
き

︵
二
︶
援
助
な
き
﹁
経
済
自
立
﹂
に
向
け
て

︵
三
︶﹁
経
済
自
立
﹂
か
ら
﹁
日
米
経
済
協
力
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア

開
発
﹂
へ

第
二
節

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
萌
芽

︵
一
︶
援
助
も
﹁
特
需
﹂
も
な
い
中
で

︵
二
︶
現
地
産
業
育
成
を
中
心
に

第
三
節

コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
へ
の
加
入
│
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦

略
﹂
の
足
が
か
り

︵
一
︶
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
の
誕
生

︵
二
︶
な
ぜ
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
か

︵
三
︶
不
調
に
終
わ
っ
た
加
入
へ
の
打
診

︵
四
︶
加
入
の
実
現
│
米
・
英
・
豪
の
変
容

第
四
節

技
術
援
助
の
開
始

第
二
章

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
推
進
│
﹁
日
本
輸
出
入
銀
行
﹂

の
役
割
を
中
心
に

第
一
節

﹁
自
立
経
済
﹂
基
盤
確
立
へ
の
課
題

︵
一
︶
戦
後
貿
易
の
開
始

︵
二
︶﹁
特
需
﹂
に
よ
る
貿
易
赤
字
補
塡
と
﹁
特
需
﹂
体
質
か
ら
の

脱
却

︵
三
︶﹁
国
際
収
支
の
天
井
﹂
と
﹁
輸
出
第
一
主
義
﹂

︵
四
︶
輸
出
拡
大
の
た
め
の
重
化
学
工
業
化
・
産
業
の
合
理
化
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︵
五
︶
世
界
金
融
・
貿
易
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加

第
二
節

輸
出
振
興
と
資
源
確
保

︵
一
︶
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
輸
出
振
興
策

︵
二
︶
﹁
日
本
輸
出
銀
行
﹂
の
設
立

︵
三
︶
輸
出
振
興
・
資
源
確
保
と
﹁
輸
銀
﹂
の
役
割

第
三
章

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
形
成
│
賠
償
問
題
を
中
心
に

第
一
節

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
賠
償

︵
一
︶
賠
償
政
策
の
変
遷

︵
二
︶
﹁
資
本
財
﹂
に
よ
る
賠
償
支
払
い
方
式
の
導
入

︵
三
︶
賠
償
問
題
の
解
決

第
二
節

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
形
成

︵
一
︶
貿
易
市
場
の
地
平
の
拡
大
と
質
的
転
換

︵
二
︶
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
建
設
支
援

︵
三
︶
賠
償
支
払
い
と
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
形
成

第
三
節

﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
形
成

︵
一
︶
賠
償
と
賠
償
に
伴
う
経
済
協
力

︵
二
︶
準
賠
償
・
﹁
特
別
円
﹂
問
題
解
決
に
伴
う
無
償
援
助

︵
三
︶
賠
償
支
払
い
と
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
形
成

第
四
章

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
発
展
│
円
借
款
の
開
始
を
中

心
に

第
一
節

経
済
成
長
路
線
へ
の
転
換

︵
一
︶
﹁
経
済
自
立
﹂
の
達
成

︵
二
︶
設
備
投
資
主
導
の
経
済
成
長
へ

第
二
節

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
発
展

︵
一
︶
戦
後
の
長
期
経
済
計
画

︵
二
︶
国
民
所
得
倍
増
計
画

︵
三
︶
貿
易
・
資
本
の
自
由
化

︵
四
︶
高
度
経
済
成
長
と
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
発
展

第
三
節

新
し
い
政
策
課
題
の
登
場

︵
一
︶﹁
経
済
協
力
﹂
の
推
進

︵
二
︶﹁
円
借
款
﹂
の
開
始

第
四
節

﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂

︵
一
︶﹁
政
府
開
発
援
助
﹂
の
本
格
化

︵
二
︶
東
南
ア
ジ
ア
の
賠
償
・
準
賠
償
受
償
国
へ
の
﹁
円
借
款
﹂
開

始

︵
三
︶
韓
国
と
台
湾
へ
の
﹁
円
借
款
﹂
開
始

︵
四
︶
援
助
体
制
の
整
備

︵
五
︶﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
発
展

第
五
章

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
を
越
え
て
│
経
済
大
国
と
し
て

の
役
割
を
中
心
に

第
一
節

一
九
七
〇
年
代
初
期
に
お
け
る
国
際
経
済
環
境
の
変
化

︵
一
︶
国
際
通
貨
体
制
の
崩
壊

︵
二
︶
日
中
国
交
正
常
化

︵
三
︶
第
一
次
石
油
危
機

第
二
節

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
を
越
え
て

︵
一
︶
輸
出
の
﹁
拡
大
﹂
か
ら
﹁
抑
制
﹂
へ
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︵
二
︶
中
国
貿
易
の
進
展

︵
三
︶
資
源
の
短
期
輸
入
か
ら
資
源
開
発
投
資
の
拡
大
へ

第
三
節

﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
を
越
え
て

︵
一
︶
﹁
政
府
開
発
援
助
﹂
の
量
的
拡
大
と
質
的
改
善

︵
二
︶
援
助
政
策
の
多
角
化

終
章

大
海
渡
君
は
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
を
﹁
日
本
の
工
業

力
・
技
術
と
東
南
ア
ジ
ア
の
資
源
・
市
場
の
二
者
を
経
済
的
に
結
合

し
︑
輸
出
を
振
興
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
日
本
の
復
興
・
成
長
と
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
建
設
を
同
時
に
実
現
し
よ
う
と
し
た
戦
略
﹂
と

定
義
す
る
︒
そ
れ
は
︑
独
立
回
復
を
前
に
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
が

終
了
し
︑
そ
の
後
の
外
貨
収
入
源
で
あ
っ
た
朝
鮮
特
需
も
朝
鮮
戦
争

休
戦
を
境
に
激
減
す
る
と
い
う
厳
し
い
環
境
の
な
か
で
︑
中
国
市
場

を
失
っ
た
日
本
が
求
め
た
自
然
な
戦
略
で
も
あ
っ
た
︒

先
行
研
究
の
多
く
は
︑
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
の
日
本
の
﹁
政
府

開
発
援
助
﹂
の
商
業
主
義
的
側
面
を
強
調
し
︑
政
策
や
理
念
の
不
在

を
批
判
的
に
論
じ
る
傾
向
に
あ
る
︒
そ
れ
に
対
し
て
大
海
渡
君
の
研

究
は
︑
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
︑
日
本
の

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
萌
芽
︑
形
成
︑
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
︑
日
本
の
﹁
政
府
開
発
援
助
﹂
政
策
は
︑
ま
さ

に
そ
の
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
展
開
と
と
も
に
︑
そ
の
一
環

と
し
て
開
始
︑
生
成
︑
発
展
の
過
程
を
た
ど
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
︒

そ
し
て
大
海
渡
君
は
︑﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
﹁
ア
ジ
ア
中

心
﹂﹁
経
済
イ
ン
フ
ラ
中
心
﹂﹁
円
借
款
中
心
﹂﹁
高
タ
イ
ド
性
﹂
と

い
う
特
徴
が
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

る
と
論
じ
る
︒

ま
ず
︑
戦
後
日
本
の
援
助
政
策
の
起
源
と
も
い
え
る
コ
ロ
ン
ボ
・

プ
ラ
ン
加
入
に
は
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
を
軌
道
に
乗
せ
る
と

い
う
政
策
的
意
図
が
あ
り
︑
日
本
の
援
助
政
策
は
そ
の
萌
芽
期
か
ら

自
ず
と
﹁
ア
ジ
ア
中
心
﹂
と
な
る
︒
さ
ら
に
は
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地

域
戦
略
﹂
を
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め
に
︑
当
初
は
役
務
中
心
で
あ

っ
た
賠
償
の
支
払
い
形
式
は
徐
々
に
資
本
財
主
体
へ
と
転
換
さ
れ
︑

そ
の
結
果
︑
日
本
の
資
本
財
輸
出
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
建
設

を
結
び
付
け
る
援
助
方
針
は
︑﹁
経
済
イ
ン
フ
ラ
中
心
﹂
と
い
う
特

徴
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
高
度
成
長
期
に
日
本
の
経
済

政
策
が
輸
出
主
導
の
復
興
・
自
立
か
ら
設
備
投
資
主
導
の
長
期
成
長

戦
略
へ
と
変
化
を
遂
げ
る
と
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
も
発
展

期
に
入
り
︑
日
本
政
府
は
︑﹁
高
タ
イ
ド
性
﹂
の
円
借
款
を
活
用
し
︑

海
外
資
源
開
発
の
投
資
環
境
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
資
本
財
輸

出
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域

戦
略
﹂
の
萌
芽
期
︑
形
成
期
︑
発
展
期
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
に
応
え
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る
形
で
︑
ア
ジ
ア
中
心
の
技
術
援
助
︑
経
済
イ
ン
フ
ラ
に
照
準
を
合

わ
せ
た
資
本
財
に
よ
る
賠
償
支
払
い
お
よ
び
円
借
款
が
展
開
さ
れ
︑

戦
後
二
〇
年
に
わ
た
る
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
形
が
整
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
︒

大
海
渡
君
は
︑
東
南
ア
ジ
ア
の
資
源
と
日
本
の
技
術
を
結
合
し
よ

う
し
た
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
弱
点
は
資
金
の
欠
如
で
あ
り
︑

一
九
五
〇
年
代
中
盤
か
ら
始
ま
っ
た
技
術
者
派
遣
・
研
修
生
受
入
れ
︑

賠
償
支
払
い
︑
賠
償
に
と
も
な
う
無
償
・
有
償
資
金
協
力
︑
一
九
五

〇
年
代
終
盤
に
始
ま
っ
た
円
借
款
と
い
う
一
連
の
流
れ
を
と
も
な
っ

た
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
が
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
を

資
金
面
で
強
化
し
た
と
論
じ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑﹁
日
本
型
政
府
開

発
援
助
﹂
は
︑
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
重
要
な
手
段
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
︒

２

論
文
の
構
成
と
考
察

以
上
の
問
題
設
定
と
論
点
を
︑
論
文
の
内
容
を
要
約
す
る
こ
と
で

さ
ら
に
敷
衍
し
て
み
よ
う
︒

第
一
章
﹁
戦
後
日
本
の
﹃
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹄
の
萌
芽
│
コ

ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
加
入
を
中
心
に
﹂
は
︑
日
本
の
工
業
力
・
技
術
と

東
南
ア
ジ
ア
の
資
源
の
結
び
つ
き
を
基
本
と
す
る
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地

域
戦
略
﹂
が
芽
生
え
︑
そ
の
﹁
戦
略
﹂
を
実
施
に
移
す
手
立
て
と
し

て
始
ま
っ
た
日
本
の
﹁
政
府
開
発
援
助
﹂
の
萌
芽
期
を
考
察
す
る
︒

一
九
四
七
年
を
境
に
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
が
戦
時
中
以
来
の
戦
後

構
想
か
ら
米
ソ
対
立
を
基
調
と
し
た
も
の
に
変
わ
る
と
︑
対
日
占
領

政
策
に
も
全
面
的
な
再
検
討
が
加
え
ら
れ
︑
日
本
の
﹁
民
主
化
・
非

軍
事
化
﹂
よ
り
も
経
済
復
興
と
親
米
化
を
重
視
す
る
も
の
へ
と
転
換

し
た
︒
そ
の
後
中
国
内
戦
に
お
け
る
共
産
党
の
優
位
が
決
定
的
に
な

り
︑
日
本
の
戦
後
復
興
を
中
国
市
場
と
の
関
連
で
み
る
構
想
は
頓
挫

し
︑
替
わ
っ
て
日
本
の
工
業
力
と
東
南
ア
ジ
ア
の
資
源
を
結
び
つ
け

る
構
想
が
浮
上
す
る
︒
そ
う
し
た
な
か
︑
独
立
回
復
を
目
前
に
し
た

一
九
五
一
年
を
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
戦
後
救
済
・
復
興
支
援
が

終
了
し
︑
朝
鮮
戦
争
休
戦
に
と
も
な
い
一
九
五
三
年
以
降
﹁
特
需
﹂

が
激
減
す
る
と
︑
輸
出
振
興
の
た
め
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域
と
の
相
互

補
完
関
係
に
基
づ
く
経
済
連
携
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
︑
日
本

主
導
の
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
形
成
が
促
さ
れ
る
︒

日
本
政
府
は
そ
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
︑
現
地
産
業
の
育
成
に

重
点
を
置
き
︑
当
面
は
国
際
機
関
を
通
じ
た
技
術
援
助
の
供
与
に
よ

り
市
場
の
育
成
を
図
る
と
い
う
方
針
を
採
っ
た
︒
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ

ン
へ
の
加
入
は
︑
こ
の
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
す
な
わ
ち
︑

財
政
的
に
資
金
援
助
が
困
難
な
な
か
︑
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
の
技
術

援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
積
極
的
参
画
を
通
し
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域

戦
略
﹂
推
進
の
足
が
か
り
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
大
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海
渡
君
は
︑
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
日
本
の
技
術
援
助
の
大
半
は
︑

コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
た
ア
ジ
ア
向
け
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
︑
こ
の
こ
と
が
︑
後
の
﹁
日
本
型
政

府
開
発
援
助
﹂
の
﹁
ア
ジ
ア
中
心
﹂
と
い
う
特
徴
の
先
駆
け
と
な
っ

た
と
分
析
し
て
い
る
︒

第
二
章
﹁
﹃
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹄
の
推
進
│
﹃
日
本
輸
出
入

銀
行
﹄
の
役
割
を
中
心
に
﹂
に
お
い
て
は
︑
一
九
五
〇
年
末
に
﹁
日

本
輸
出
銀
行
﹂
と
し
て
設
立
さ
れ
︑
一
九
五
二
年
に
輸
入
業
務
を
加

え
改
組
さ
れ
た
﹁
日
本
輸
出
入
銀
行
﹂
︵
以
下
︑
﹁
輸
銀
﹂︶
の
役
割

が
分
析
さ
れ
る
︒
﹁
輸
銀
﹂
が
当
初
﹁
日
本
輸
出
銀
行
﹂
と
し
て
発

足
し
た
の
は
︑
当
時
戦
後
復
興
・
自
立
へ
の
隘
路
と
な
っ
て
い
た

﹁
国
際
収
支
の
天
井
﹂
を
克
服
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
﹁
輸
出
第
一

主
義
﹂
の
反
映
で
あ
っ
た
︒
こ
の
﹁
輸
出
第
一
主
義
﹂
に
基
づ
く
政

策
は
︑
日
本
の
貿
易
収
支
が
恒
常
的
に
黒
字
に
な
る
一
九
六
〇
年
代

中
盤
ま
で
続
き
︑
﹁
輸
銀
﹂
は
そ
れ
を
金
融
面
で
支
え
た
の
で
あ
る
︒

輸
出
金
融
か
ら
始
ま
っ
た
﹁
輸
銀
﹂
の
業
務
範
囲
は
そ
の
後
数
度

の
法
律
改
正
に
よ
り
拡
大
し
︑
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
が
推
進

し
て
い
た
輸
出
振
興
︑
原
材
料
の
調
達
︑
海
外
資
源
開
発
に
貢
献
す

る
よ
う
に
な
る
︒
さ
ら
に
﹁
輸
銀
﹂
は
︑
一
九
五
八
年
に
開
始
さ
れ

た
﹁
円
借
款
﹂
の
実
施
機
関
と
し
て
一
九
六
〇
年
代
前
半
ま
で
︑
東

南
ア
ジ
ア
の
市
場
獲
得
や
資
源
開
発
の
投
資
環
境
整
備
を
側
面
支
援

し
た
︒
こ
の
よ
う
に
﹁
輸
銀
﹂
の
役
割
は
︑
技
術
支
援
か
ら
始
ま
っ

た
﹁
ア
ジ
ア
中
心
﹂
の
戦
後
日
本
の
援
助
政
策
に
︑﹁
円
借
款
中
心
﹂

と
い
う
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
を
加
え

る
契
機
に
な
る
と
同
時
に
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
推
進
に

大
き
く
寄
与
し
た
と
本
論
文
は
分
析
し
て
い
る
︒

第
三
章
﹁﹃
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹄
の
形
成
│
賠
償
問
題
を
中

心
に
﹂
で
は
︑
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
賠
償
の
実
施
が
﹁
東
南
ア
ジ

ア
地
域
戦
略
﹂
の
さ
ら
な
る
形
成
を
促
し
︑
そ
の
戦
略
形
成
と
密
接

に
関
連
す
る
形
で
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
特
徴
が
よ
り
一
層

明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
︒﹁
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
平
和
条
約
﹂
に
定
め
ら
れ
た
日
本
に
よ
る
戦
争
被
害
国
へ
の
賠
償

方
式
は
︑
役
務
賠
償
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
日
本
政
府
は
︑
一
九
五
三

年
秋
︑
資
本
財
に
よ
る
賠
償
支
払
い
方
式
の
採
用
に
踏
み
切
っ
た
︒

そ
の
後
日
本
は
︑
一
九
五
四
年
の
ビ
ル
マ
を
皮
切
り
に
︑
フ
ィ
リ
ピ

ン
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
︑
ラ
オ
ス
︑
カ
ン
ボ
ジ
ア
︑
そ
し
て
最
後
の
南

ベ
ト
ナ
ム
と
の
一
九
五
九
年
の
賠
償
協
定
に
至
る
ま
で
次
々
と
賠

償
・
準
賠
償
の
戦
後
処
理
を
行
い
︑
そ
の
結
果
こ
れ
ら
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
貿
易
関
係
が
正
常
化
し
︑
貿
易
市
場
の
拡
大
が
も
た
ら
さ

れ
た
︒

更
に
︑
賠
償
と
し
て
の
資
本
財
輸
出
に
よ
る
市
場
開
拓
効
果
か
ら
︑

東
南
ア
ジ
ア
市
場
の
質
的
転
換
が
も
た
ら
さ
れ
︑
日
本
の
工
業
製
品
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の
輸
出
市
場
も
拡
大
し
た
︒
投
入
さ
れ
た
資
本
財
は
東
南
ア
ジ
ア
の

産
業
基
盤
の
形
成
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
︑
こ
れ
ら
諸
国
の
資
源
開

発
を
側
面
か
ら
支
援
し
︑
日
本
が
必
要
と
す
る
工
業
原
材
料
の
調
達

を
容
易
に
し
た
︒
こ
う
し
て
︑
資
本
財
に
よ
る
賠
償
を
通
し
て
︑

﹁
ア
ジ
ア
中
心
﹂
が
さ
ら
に
明
確
に
な
る
と
同
時
に
︑﹁
経
済
イ
ン
フ

ラ
中
心
﹂
と
い
う
特
徴
を
備
え
た
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
と

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
形
成
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
︒

第
四
章
﹁﹃
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹄
の
発
展
│
円
借
款
の
開
始

を
中
心
に
﹂
で
は
︑
一
九
六
〇
年
代
を
迎
え
︑
日
本
の
対
外
経
済
政

策
の
重
点
が
短
期
的
な
輸
出
努
力
に
よ
る
経
済
自
立
か
ら
設
備
投
資

主
導
の
長
期
的
な
高
度
成
長
路
線
へ
と
転
換
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
︑

輸
出
産
業
の
競
争
力
強
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
輸
出
拡
大
を
通
し
て

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
が
発
展
し
て
い
っ
た
過
程
が
分
析
さ
れ

る
︒
そ
の
中
心
的
手
段
と
し
て
登
場
し
た
の
が
︑
円
借
款
で
あ
っ
た
︒

戦
後
の
円
借
款
は
︑
賠
償
の
対
象
国
で
は
な
か
っ
た
イ
ン
ド
や
パ

キ
ス
タ
ン
に
資
本
財
の
輸
出
市
場
を
開
拓
す
る
た
め
に
︑
一
九
五
八

年
の
イ
ン
ド
向
け
借
款
が
そ
の
第
一
号
と
な
っ
た
︒
そ
の
後
一
九
六

〇
年
代
前
半
を
通
し
て
︑
円
借
款
が
東
南
ア
ジ
ア
の
賠
償
非
受
償
国

の
工
業
化
の
た
め
に
日
本
の
資
本
財
を
供
給
す
る
役
割
を
担
っ
た
︒

ま
た
︑
一
九
六
〇
年
代
中
盤
以
降
︑
賠
償
・
準
賠
償
の
支
払
い
が
ピ

ー
ク
を
過
ぎ
低
下
し
始
め
る
と
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
の
東
南
ア
ジ
ア
の
受
償
国
に
対
し
て
も
円
借
款
が
開
始
さ
れ
た
︒

こ
う
し
て
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
円
借
款
が
増
大
し
︑
資
本
財
に
よ

る
経
済
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
支
援
す
る
と
い
う
賠
償
の
役
割
を
継
承
し
︑

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
建
設
を
支
援
す
る
と
同
時
に
︑
日
本
の
重

化
学
工
業
品
の
輸
出
拡
大
に
貢
献
し
た
︒
こ
う
し
て
﹁
東
南
ア
ジ
ア

地
域
戦
略
﹂
が
発
展
す
る
と
と
も
に
︑
こ
の
戦
略
の
発
展
と
密
接
に

関
連
し
て
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
が
﹁
ア
ジ
ア
中
心
﹂﹁
経
済

イ
ン
フ
ラ
中
心
﹂﹁
円
借
款
中
心
﹂﹁
高
タ
イ
ド
性
﹂
と
い
う
特
徴
を

色
濃
く
備
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
︒

第
五
章
﹁﹃
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹄
を
越
え
て
│
経
済
大
国
と

し
て
の
役
割
を
中
心
に
﹂
で
は
︑
一
九
七
〇
年
代
に
入
り
発
生
し
た

国
際
政
治
経
済
環
境
の
三
つ
の
変
化
︑
即
ち
︑
国
際
通
貨
体
制
の
動

揺
︑
日
中
国
交
正
常
化
︑
石
油
危
機
が
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂

お
よ
び
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
て
い

る
︒
一
九
七
一
年
以
降
国
際
通
貨
体
制
の
動
揺
に
よ
っ
て
円
切
上
げ

の
圧
力
が
絶
え
間
な
く
か
か
る
な
か
︑
円
対
策
に
迫
ら
れ
た
日
本
政

府
は
︑
黒
字
減
ら
し
の
た
め
︑
そ
れ
ま
で
の
輸
出
振
興
か
ら
輸
入
促

進
・
輸
出
抑
制
へ
と
方
針
転
換
を
図
っ
た
︒
そ
う
し
た
な
か
︑
日
中

間
の
国
交
が
回
復
し
︑
貿
易
関
係
も
正
常
化
す
る
︒
そ
の
結
果
︑

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
は
そ
の
使
命
を
終
え
る
こ
と
に
な
る
︒

元
来
︑﹁
失
わ
れ
た
中
国
市
場
﹂
と
﹁
国
際
収
支
の
天
井
﹂
が
経
済
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自
立
へ
の
隘
路
と
し
て
立
塞
が
っ
て
い
た
こ
と
が
︑
日
本
に
﹁
東
南

ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
形
成
を
促
し
た
の
で
あ
っ
た
が
︑
一
九
七
〇

年
代
の
国
際
政
治
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
条
件
が
本

質
的
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
︒

﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
の
終
焉
か
ら
多
少
の
時
差
を
お
い
た

一
九
七
〇
年
代
終
盤
︑
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
に
も
大
き
な
変

化
が
現
れ
た
︒
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
累
積
し
た
貿
易
黒
字
減
ら

し
の
一
環
と
し
て
︑
日
本
は
援
助
の
量
的
拡
大
と
質
的
改
善
に
乗
り

出
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
贈
与
を
増
や
す
こ
と
で
円
借
款
の
割
合
が
低

下
し
︑
援
助
対
象
分
野
が
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
業
な
ど
の
分
野

に
広
が
り
︑
﹁
経
済
イ
ン
フ
ラ
中
心
﹂
の
特
徴
が
弱
ま
る
こ
と
に
な

る
︒
さ
ら
に
︑
援
助
対
象
地
域
も
︑
石
油
危
機
の
結
果
中
東
や
南
米

の
資
源
国
へ
と
広
が
り
︑
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
業
支
援
の
増
大

に
と
も
な
い
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
貧
困
国
へ
と
拡
大
し
︑﹁
ア
ジ
ア
中

心
﹂
の
特
徴
も
薄
れ
た
︒
加
え
て
︑
援
助
の
タ
イ
ド
率
も
徐
々
に
下

が
り
︑
一
九
九
六
年
に
は
完
全
な
ア
ン
タ
イ
ド
化
を
実
現
し
た
︒
本

章
は
︑
こ
う
し
て
一
九
七
〇
年
代
に
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の

四
つ
の
特
徴
が
全
て
弱
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

以
上
の
考
察
を
受
け
て
︑
終
章
は
︑
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂

が
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
あ
り
方
を
決
め
︑
同
時
に
﹁
日
本

型
政
府
開
発
援
助
﹂
が
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
を
推
進
す
る
重

要
な
外
交
手
段
で
あ
っ
た
二
〇
数
年
の
道
程
を
整
理
し
︑
本
論
文
の

ま
と
め
を
提
示
す
る
︒

３

論
文
の
評
価

戦
後
日
本
の
政
府
開
発
援
助
政
策
に
関
す
る
既
存
の
研
究
は
︑
本

論
文
が
指
摘
す
る
﹁
ア
ジ
ア
中
心
﹂﹁
経
済
イ
ン
フ
ラ
中
心
﹂﹁
円
借

款
中
心
﹂﹁
高
タ
イ
ド
性
﹂
と
い
う
特
徴
を
︑
日
本
の
商
業
主
義
や

利
己
主
義
を
示
す
も
の
と
し
て
強
調
す
る
傾
向
に
あ
る
︒
そ
れ
に
対

し
て
大
海
渡
君
は
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
と
﹁
日
本
型
政
府

開
発
援
助
﹂
の
生
成
︑
発
展
過
程
を
関
連
付
け
る
こ
と
で
︑
一
貫
し

た
分
析
視
角
に
基
づ
く
政
府
開
発
援
助
政
策
の
考
察
を
展
開
し
た
︒

そ
の
結
果
︑
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
加
入
に
よ
り
始
ま
っ
た
技
術
援
助
︑

日
本
輸
出
入
銀
行
の
設
立
と
そ
の
役
割
︑
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
賠

償
支
払
い
︑
円
借
款
の
開
始
と
展
開
を
︑
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九

六
〇
年
代
へ
か
け
て
の
日
本
の
対
外
政
策
を
み
る
統
一
的
な
視
点
か

ら
相
互
に
関
連
付
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑﹁
ア
ジ
ア
中
心
﹂﹁
経
済
イ
ン
フ
ラ
中
心
﹂﹁
円
借
款
中

心
﹂﹁
高
タ
イ
ド
性
﹂
と
い
う
特
徴
を
持
っ
た
﹁
日
本
型
政
府
開
発

援
助
﹂
の
開
始
︑
形
成
︑
発
展
の
過
程
を
︑﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦

略
﹂
の
萌
芽
︑
形
成
︑
発
展
と
密
接
に
関
連
付
け
つ
つ
分
析
し
︑

﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
特
徴
が
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
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の
要
請
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
示
し
た
こ
と

は
︑
日
本
の
政
府
開
発
援
助
政
策
研
究
へ
の
独
創
的
な
貢
献
と
し
て

高
く
評
価
で
き
る
︒

大
海
渡
君
は
︑
経
団
連
︑
ア
ジ
ア
民
間
投
資
会
社
︑
国
際
金
融
公

社
︑
世
界
銀
行
で
の
勤
務
を
経
て
︑
一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
八
年

ま
で
の
一
〇
年
間
円
借
款
を
中
心
と
し
た
政
府
開
発
援
助
の
実
施
機

関
で
あ
る
海
外
経
済
協
力
基
金
に
勤
務
し
︑
幹
部
と
し
て
援
助
の
実

施
に
直
接
携
わ
っ
た
経
歴
を
持
っ
て
い
る
︒
本
論
文
に
お
け
る
実
証

的
記
述
お
よ
び
そ
の
解
釈
に
は
︑
そ
う
し
た
経
験
を
と
お
し
て
培
わ

れ
た
知
見
お
よ
び
専
門
性
が
存
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
︒

し
か
し
︑
当
事
者
と
し
て
の
経
験
が
豊
富
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
︑

自
ら
が
関
与
し
た
領
域
を
相
対
化
し
︑
よ
り
広
い
分
析
枠
組
み
に
基

づ
く
考
察
を
試
み
る
際
に
障
害
と
な
る
こ
と
も
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑

大
海
渡
君
が
﹁
日
本
型
政
府
開
発
援
助
﹂
の
特
徴
を
解
明
す
る
た
め

に
そ
の
参
照
基
準
と
し
て
設
定
し
た
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
は
︑

必
ず
し
も
当
時
の
日
本
政
府
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
と
れ
た
唯
一
の
戦

略
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
本
論
文
が
主
な
考
察
の
対
象
と
し
た

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
だ
け
で
も
︑

日
本
の
政
策
決
定
者
の
間
に
は
複
数
の
東
南
ア
ジ
ア
像
が
存
在
し
て

い
た
し
︑
ま
た
政
策
の
内
実
お
よ
び
力
点
も
︑
関
係
省
庁
を
含
め
た

様
々
な
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
も
の
が
同
時
に
存
在
し
て
い

た
︒
暗
黙
の
う
ち
に
政
策
決
定
分
析
に
お
け
る
﹁
合
理
的
行
為
者
モ

デ
ル
﹂
を
想
定
し
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
戦
略
﹂
を
語
る
に
し
て
も
︑

そ
の
形
成
過
程
に
お
け
る
国
内
環
境
の
複
合
性
を
分
析
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
︑
考
察
は
よ
り
深
み
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
︒

以
上
の
こ
と
は
︑
必
然
的
に
資
料
の
一
面
性
お
よ
び
先
行
研
究
の

精
査
の
不
完
全
性
に
も
通
じ
る
︒
実
務
経
験
の
豊
富
さ
と
研
究
対
象

に
対
す
る
自
身
の
理
解
へ
の
確
信
の
強
さ
が
︑
視
野
を
限
定
し
て
し

ま
う
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
り
得
る
︒
本
論
文
が
そ
の
陥
穽
に
は
ま

っ
て
い
る
嫌
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
︒
戦
後
日
本
の
政
府
開
発
援

助
政
策
を
本
論
文
の
よ
う
に
﹁
戦
略
﹂
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
︑
時

の
国
際
政
治
環
境
や
︑
東
南
ア
ジ
ア
外
交
の
み
な
ら
ず
日
本
外
交
全

般
を
規
定
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
戦
略
に
関
す
る
考
察
や
︑
豊
富

な
既
存
の
研
究
の
整
理
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
︒
た
だ
︑
こ

れ
ら
の
点
は
大
海
渡
君
の
強
み
の
裏
返
し
と
し
て
の
弱
点
で
あ
り
︑

今
後
の
研
究
に
お
い
て
克
服
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
︒

本
博
士
学
位
請
求
論
文
は
︑
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
残
し
て
い
る

も
の
の
︑
上
述
の
と
お
り
戦
後
日
本
の
政
府
開
発
援
助
政
策
に
学
術

的
洞
察
を
加
え
た
創
造
的
研
究
と
し
て
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
︒
よ
っ
て
︑
審
査
員
一
同
は
︑
博
士
︵
法
学
︶

︵
慶
應
義
塾
大
学
︶
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に
適
当
と
判
断
す
る
次

第
で
あ
る
︒
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二
〇
一
一
年
二
月
一
五
日

主
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法

学

研

究

科

委

員

添
谷

芳
秀

Ph.

D.

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法

学

研

究

科

委

員

山
本

信
人

Ph.

D.

副
査

慶

應

義

塾

大

学

名

誉

教

授

薬
師
寺
泰
蔵

Ph.
D.

横
大
道
聡
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一

は
じ
め
に

横
大
道
聡
君
よ
り
提
出
さ
れ
た
学
位
請
求
論
文
で
あ
る
﹁
表
現
活

動
へ
の
公
的
助
成
と
憲
法
│
│
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
表
現
の
自
由
論

の
現
代
的
展
開
│
│
﹂
は
︑
序
章
︑
第
一
部
︑
第
二
部
︑
第
三
部
︑

終
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
考
は
︑

横
大
道
君
が
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
入
学
し
て
以
来
︑

一
貫
し
て
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
て
追
求
し
て
き
た
︑
表
現
活

動
へ
の
公
的
助
成
に
対
す
る
憲
法
上
の
統
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

研
究
成
果
で
あ
る
︒
そ
の
多
く
は
︑
博
士
課
程
在
学
中
に
﹃
法
学
政

治
学
論
究
﹄
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
他
に
も
︑
大
学
の

教
員
と
し
て
奉
職
後
に
所
属
大
学
︵
鹿
児
島
大
学
︶
の
紀
要
に
発
表

し
た
論
文
︑
学
会
誌
に
掲
載
し
た
論
文
︑
表
現
の
自
由
に
関
連
す
る

出
版
物
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
し
か
し
な
が

ら
︑
本
論
文
は
決
し
て
単
な
る
論
文
集
で
は
な
く
︑
全
体
と
し
て
首

尾
一
貫
し
た
問
題
意
識
と
構
想
の
も
と
で
再
構
成
し
て
執
筆
さ
れ
た

単
一
の
論
文
で
あ
る
︒

現
代
国
家
は
︑
助
成
金
・
補
助
金
の
分
配
な
ど
を
通
じ
て
︑
経
済
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